
〈解答〉

１　茨　非電解質

　　芋　①　ア　②　水酸化物（完答）

　　鰯　エ

　　允　（例）酸とアルカリが互いの性質を打ち消し合う化学変化。

　　印　１〔倍〕

　　咽　①　イ　②　１５（完答）

配点　各１点　６点満点

〈解説〉

１　茨　水溶液中で陽イオンと陰イオンに分かれることを電離といい，電離して水溶液に

電流が流れる物質を電解質，電離しないために水溶液に電流が流れない物質を非電

解質という。

　　芋　ｐＨメーター（ｐＨ計）の数値は，中性で７を示し，値が小さいほど酸性が強く，大

きいほどアルカリ性が強い。したがって，水溶液Ｐは酸性，水溶液Ｑはアルカリ性，

水溶液Ｒと水溶液Ｓは中性であることがわかる。また，酸性の水溶液が示すいろい

ろな性質は，水溶液の中に存在している水素イオン（Ｈ＋）によるものであり，アル

カリ性の水溶液が示すいろいろな性質は，水溶液の中に存在している水酸化物イオ

ン（ＯＨ－）によるものである。

　　鰯　実験１のⅠより，溶質が非電解質であることから，水溶液Ｓはエタノール水溶液で

あることがわかる。また，実験１のⅡより，酸性であることから水溶液Ｐは炭酸水，

アルカリ性であることから水溶液Ｑは石灰水，中性であることから水溶液Ｒは食塩

水であることがわかる。

　　允　酸性の水溶液の溶質を酸，アルカリ性の水溶液の溶質をアルカリという。また，酸

性の水溶液とアルカリ性の水溶液を混ぜ合わせると，それぞれの水溶液中に生じて

いる水素イオンと水酸化物イオンが結合して水ができるので，互いの性質を打ち消

し合う。このような化学変化を中和（中和反応）といい，次のように表される。

　　　　　Ｈ＋ ＋ ＯＨ－　→　Ｈ２Ｏ

　　　　また，酸性の水溶液中に生じている陰イオンとアルカリ性の水溶液中に生じてい
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る陽イオンとが反応して生成する物質を，まとめて塩という。実験２で混ぜ合わせ

た，うすい水酸化ナトリウム水溶液とうすい塩酸による中和では，次の式で表される

反応によって，水に溶けやすい，塩化ナトリウム（食塩）という塩が生成する。

　　　　　Ｎａ＋ ＋ Ｃｌ－　→　ＮａＣｌ

　　印　３表より，うすい水酸化ナトリウム水溶液２０ｍＬとうすい塩酸１２ｍＬとで水溶液が

中性になる（完全に中和する）ことがわかる。これらの水溶液の中に生じているＮａ＋，

ＯＨ－，Ｈ＋，Ｃｌ－の数を４n個ずつとすると，ＯＨ－とＨ＋が結びつくことで４n個の水

分子ができる。また，Ｎａ＋とＣｌ－が結びついてできる塩化ナトリウム（ＮａＣｌ）は水溶

液の中では電離しているので，ビーカーＤの中には

　　　　　４n＋４n＝８n〔個〕

　　　のイオンが生じていることになる。ビーカーＡについては，加えたうすい塩酸３ｍＬ

の中に生じているＨ＋，Ｃｌ－の数はn個ずつなので，ＯＨ－とＨ＋からn個の水分子ができ，

ＯＨ－が３n個余る。また，Ｎａ＋とＣｌ－は結びつかないので，ビーカーＡの中には

　　　　　３n＋４n＋n＝８n〔個〕

　　　のイオンが生じていることになる。したがって，

　　　　　８n÷８n＝１〔倍〕

　　　である。

　　咽　中性になるためのうすい水酸化ナトリウム水溶液とうすい塩酸の体積の比は，

　　　　　２０〔ｍＬ〕：１２〔ｍＬ〕＝５：３

　　　である。大型のビーカーに入っているうすい水酸化ナトリウムの体積は

　　　　　２０×５＝１００〔ｍＬ〕

　　　なので，この１００ｍＬのうすい水酸化ナトリウム水溶液に対して

　　　　　１００×　＝６０〔ｍＬ〕３
５

　　　のうすい塩酸が必要である。ただし，大型のビーカーに入っているうすい塩酸の体

積は

　　　　　３＋６＋９＋１２＋１５＝４５〔ｍＬ〕

　　　なので，うすい塩酸を

　　　　　６０－４５＝１５〔ｍＬ〕

　　　加えればよい。


